
光化学オキシダント（光化学スモッグ）に係る 

緊急時対策実施要領          

 

 

 この要領は、「光化学オキシダント（光化学スモッグ）に係る緊急時対策基本

要綱」（以下「要綱」という。）の円滑な実施を図るため必要な事項を定めるも

のとする。 

 

（発令等の地域） 

１ 緊急時の発令等の対象地域は、北九州市を除く福岡県全域とする。 

 

（基準測定点） 

２ 知事及び関係市長が、光化学オキシダントに係る大気汚染状況を常時監視し

ている測定局を基準測定点とする。 

 

（注意報、警報、重大警報の発令） 

３ 知事は、一つの基準測定点の光化学オキシダント濃度が「要綱」別表に定め

る注意報等の発令基準に達した場合であって、かつ、気象条件及び当該基準測

定点の存する市町村の区域内における他の基準測定点の測定値または当該基準

測定点に隣接する他の基準観測点の測定値等から見て当該市町村の区域または

当該市町村及びその周辺市町村の大気汚染の状態が継続すると認められると

き、それぞれの発令を行うものとする。 

 

（解 除） 

４ 緊急時の解除は、「要綱」別表に定める解除基準による。 

 

（情報の提供） 

５ 知事は、注意報等の発令に備え当該地域の基準測定点における光化学オキシ

ダント濃度について、次のとおり情報の提供を行うものとする。 

（１）基準測定点における光化学オキシダント濃度が、基準測定点の測定値及び

気象条件等から「要綱」別表に定める注意報等の発令基準に達すると認めら

れる場合の別紙連絡系統図による関係機関、主要ばい煙排出者及び揮発性有

機化合物（以下「ＶＯＣ」とする。）排出者への情報の提供。 

（２）前（１）の情報の提供後、注意報等の発令基準に達しないと認められるに

至った場合の関係市町村長、関係機関、主要ばい煙排出者及びＶＯＣ排出者

への（１）に準じた通知。 

 

（主要ばい煙排出者及びＶＯＣ排出者の協力） 

６ 知事は、注意報等の発令時におけるばい煙及びＶＯＣ排出（使用）量の削減

について実効をあげるため、「要綱」別表に掲げる主要ばい煙排出者（原則と

して総排出ガス量（湿り最大）が毎時 4 万 N ㎥以上の工場・事業場とする。）

及びＶＯＣ排出者（原則として大気汚染防止法第１７条の１０に規定する揮

発性有機化合物排出者、ただし貯蔵タンクのみを設置している者を除く）に

対し、発生要因等を総合的に勘案し必要に応じて次の事項について協力等を

求めることができる。 
（１）注意報等の発令時における削減計画届出書を知事あて別紙様式１により提

出すること。 



（２）注意報等の発令に係る情報の提供があった場合は、削減計画に基づく措置

の準備を行うこと。 

（３）注意報等の発令があった場合は、削減計画に基づき措置を講じること。 

（４）注意報等の発令時に講じた措置内容について、削減実施報告書を知事あて

別紙様式２により速やかに報告すること。 

 

（発令及び解除の周知） 

７ 注意報等の発令及び解除の周知は、別紙連絡系統図により行うものとする。 

 

（被害状況調査） 

８ 知事及び関係市町村長は、住民から光化学オキシダントによる被害の届出が

あった場合は、別紙様式３に示す受付票により受理し、関係市町村長にあって

は、知事に報告するものとする。 

 

（協力体制） 

９ 関係市町村長は、必要に応じ知事と協議の上「要綱」の運用に関する細目等

を作成し、「要綱」の円滑な運用について協力するものとする。 

 

（その他） 

10 知事及び北九州市長は、光化学オキシダント緊急時対策の実効をあげるた

め、相互に協力するものとする。 

 

11 この要領に定めるもののほか、必要な事項については、別に定めるものとす

る。 

 

 附 則 

この要領は、昭和５９年８月１日から施行する。 

 附 則 

  この要領は、平成４年４月１日から施行する。 

附 則 

この要領は、平成１７年２月５日から施行する。 

附 則 

この要領は、平成１８年７月１０日から施行する。 

 附 則 

この要領は、平成１９年５月８日から施行する。 

 附 則 

この要領は、平成２２年１２月８日から施行する。 

附 則 

この要領は、平成２６年３月１３日から施行する。 

附 則 

この要領は、平成２８年６月１６日から施行する。 

附 則 

この要領は、令和３年２月１０日から施行する。 

 附 則 

この要領は、令和５年１月１７日から施行する。 



別紙

※上記機関への連絡は行うが、基本的には学校・保育所への連絡は市町村が行う。

※情報提供時は二重枠内のみに連絡

光化学オキシダント緊急時連絡系統図

福岡県環境部

環境保全課

関係市町村

福岡管区気象台

気象防災部予報課

福岡県保健環境研究所

環境科学部大気課

管理部企画情報管理課

福岡県警察本部交通部交通規制課

福岡県総務部県民情報広報課

九州産業保安監督部

電力安全課

鉱害防止課

北九州市環境局

環境監視部

環境監視課

県保健福祉環境事務所

県立学校

児童・生徒

ドライバー

報道機関

テレビ・ラジオ

住 民

工場・事業場

児童・生徒
住 民

工場・事業場

市町村長が定める関係機関

福岡県人づくり・県民生活部

私学振興・青少年育成局

私学振興課(※)

私立学校

県公式LINE

気象データ

連携

福岡県福祉労働部

児童家庭課 児童相談所

問合せへの対応

保育所、幼稚園、小中学

校、高等学校、特別支援

学校等（公立及び私立）

防災メール

まもるくん

主要ばい煙排出者

ＶＯＣ排出者

福岡県総務部防災危機管理局

防災企画課

県ホームページ

県公式ツイッター

福岡県教育庁教育振興部

体育スポーツ健康課

福岡県福祉労働部

子育て支援課(※)

測定データ・情報交換

保育所

測定

データ



昼間

夜間

別紙のとおり

電子メール

担当部課名

福岡県知事　　　　殿

　年　　　月　　　日

緊急時の削減計
画

工場又は事業場
の名称

整理番号※

※

※

※

受理年月日

審査結果

備考

届出者
氏名又は名称及び住所並びに
法人にあってはその代表者名

（　　　　　　　　　　　　　　　　　）

（　　　　　　　　　　　　　　　　　）

光化学オキシダントに関する緊急時の削減計画を、次のとおり届け出ます。

注　※印の欄には、記入しないこと。

平
日

休
日

昼間

夜間

（　　　　　　　　　　　　　　　　　）

（　　　　　　　　　　　　　　　　　）

別紙様式　1（ばい煙）

別紙様式　1(VOC)

光 化 学 オ キ シ ダ ン ト 緊 急 時 削 減 計 画 届 出 書

緊
急
時
の
連
絡
先

電 話 番 号
（Ｆ  Ａ Ｘ 番 号）

担 当 者 氏 名 （ 正 副 ）

工場又は事業場
の所在地



重 大 警

・・・・

・・・・

・・・・

２０%

３０%

４０%

注 意 報

警 報

3

削減計画総括表（ばい煙）

2 通常時の欄は、前年度の実績を参考にして、当該年度3月～9月までの平均的な値を
記入すること。

燃原料別使用量
（L/h， ｋｇ/h， ㎥/h）

緊急時の欄は、各区分ごとに、原則として次のとおり窒素酸化物排出量を削減するも
のとする。

備考 1 全ばい煙発生施設についての燃原料使用量及び窒素酸化物量について記入するこ

重

大

警

報

窒素酸化物量
（㎥/h）

削減率
（％）

通

常

時

緊

急

時

注

意

報

警

報

%

%

%



燃原料別使用量
（L/h，kg/h，㎥/h）

注
意
報

別　　　紙　　（ばい煙）

重
大
警
報

窒素酸化物量（㎥/h）

窒素酸化物量（㎥/h）

備考

緊 急 時 の 削 減 計 画 表 （ 施 設 別 ）

燃原料別使用量
（L/h，kg/h，㎥/h）

注
意
報

③ 削減措置の具体的方法

乾き　

窒素酸化物濃度（ppm）

排出ガス量（㎥/h）
湿り　 警

報

排出ガス量（㎥/h）
湿り　

①　施設の欄は、大気汚染防止法施行令別表第１に掲げるばい煙発生施設であって本削減計画に係わるものを記入すること。
②　通常時の欄は、前年度の実績を参考にして、当該年度3月～9月までの平均的な値を記入すること。
③　排出ガス量は、温度が零度であって圧力が1気圧の状態における量に換算したものとする。
④　削減措置の具体的方法の欄は、燃料の削減、窒素酸化物排出量の低減方法及び施設使用の停止等、各施設で行う措置の内容を具体的に記入すること。
⑤　措置の確認方法の欄は、燃料計の記録、窒素酸化物自動測定機の記録、ボイラー日誌等、立入検査の際確認できる方法を記入すること。

注
意
報

警

報

重
大
警
報

警

報

乾き　

重
大
警
報

窒素酸化物濃度（ppm）

備 考

燃原料別使用量
（L/h，kg/h，㎥/h）

排出ガス量（㎥/h）

窒素酸化物量（㎥/h）

窒素酸化物濃度（ppm）

　　　　　　削減等

① 施設名
② 通　常　時

窒素酸化物
削減量（㎥/h）

④ 措置の確認方法

湿り　

乾き　



ppmC

別　紙　（VOC）

備考

注 意 報

１．通常時の欄は、VOCを排出する施設又は排出する工程のうち、削減計画に係るものについて記載すること。

　　①～③については、前年度３～９月までの実績等を参考にして、平均的な値を記入すること。

２．緊急時の削減対象の欄は、削減しようとする対象について、①VOC使用量、②排出ガス量、③VOC濃度

　　のうち該当する番号を全て記載すること。

３. 排出ガス量は、温度が零度であって圧力が1気圧の状態における量に換算したものとする。

４．緊急時における措置は、原則として次のとおりＶＯＣの排出量又は使用量を削減するものとする。

緊

急

時

重

大

警

報

警

報

％

・・・・

通

常

時

VOCの排出施設又は排出工程
（削減計画に係るもの）

L/h

③　VOC濃度

削 減 計 画 表

％

％

①　VOC使用量

措置の確認
方法

②　排出ガス量
（湿り最大）

削減措置内容 削減率

m
3
/h

５．措置の確認方法の欄は、機械運転記録、運転日誌等、立入検査の際確認できる方法を記入すること。

６．特記事項の欄は、規定の削減率を達成できない場合、その理由等を記載すること。

削減対象
（①、②、③）

重 大 警 報 ・・・・ ３０%

通常量よりも削減

２０%

注

意

報

※　特記事項

警 報 ・・・・



氏名又は名称及び住所並びに
法人にあってはその代表者名

電子メール

別紙様式　2（ばい煙）

別紙様式　2(VOC)

光化学オキシダント緊急時削減実施報告書

備 考

工場又は事業場
の所在地

受 理年 月日

福岡県知事　　　　殿

　年　　　月　　　日

審 査 結 果

整 理 番 号

光化学オキシダントに関する緊急時（注意報、警報、重大警報）の削減実施結果を報告します。

届出者

注　※印の欄には、記入しないこと。

※

※

※

※
緊急時の削減計画 別紙のとおり

工場又は事業場
の名称



別紙(ばい煙）

光化学オキシダント緊急時削減実施報告書

① 備　　　考

③

排 出 ガ ス 量

窒 素 酸 化 物 量

燃 原 料 別 使 用 量

排 出 ガ ス 量

窒 素 酸 化 物 量

燃 原 料 別 使 用 量

排 出 ガ ス 量

窒 素 酸 化 物 量

燃 原 料 別 使 用 量

排 出 ガ ス 量

窒 素 酸 化 物 量

備考 ①　施設名の欄には、削減計画書に掲げたすべての施設を記入すること。

②　通常時の欄には、削減計画書に掲げた数値を記入すること。

④　削減状況を確認できる資料を添付すること。（燃料計の記録の写し、ボイラー日誌の写し、窒素酸化物自動測定機の記録の写し等）

合　　　計

 
時
～

 
時

 
時
～

 
時

 
時
～

 
時

削
　
減
　
実
　
施
　
状
　
況

役職名

氏　名報

 
時
～

 
時

発
令
前

一
時
間
値

燃 原 料 別 使 用 量

排出ガス量（㎥/h）

窒素酸化物量（㎥/h）

②
通
常
時

分

発令月日

発令内容

燃原料別使用量（L/h，kg/h，㎥/h）

発　　令　　時

受　信
状　況

発令　　

解除

時　　　年　　　　月　　　　日

③　排出ガス量は、温度が零度であって圧力が1気圧の状態における量に換算したものとする。

解　　除　　時

施 設 名

分

受信者

時



別紙(VOC)

光化学オキシダント緊急時削減実施報告書

備考

①

②

③

④

備考 ①　削減措置の内容欄には、講じた削減措置の内容を具体的に記入すること。

②　削減状況を確認できる資料を添付すること。（機械運転記録、運転日誌の写し等）

解　　除　　時分

受信者

分

発　　令　　時

役職名

氏　名

発令　　

解除

時

時

発令月日

発令内容

　　　年　　　　月　　　　日

報

% % %

　　時　　　分　～　　　時　　　分

受　信
状　況

ⅢⅡ

　　時　　　分　～　　　時　　　分 　　時　　　分　～　　　時　　　分削減措置を講じた時間

削減措置を講じた施設・工程

削減率

措　置　内　容 Ⅰ

削減措置の内容



別紙様式３         

光化学オキシダントによる被害受付票（個人用）  

届出者氏名  

連  絡  先  

 

                     ℡   -   - 

 

 被 

 

 害 

 

 者 

 

 被 害 者 

 氏 名 

 

 

 性別･年齢  (1) 男 (2) 女                才 

 住 所 

 

 

                     ℡   -   - 

 区 分 

 

 (1)保育園児 (2)幼稚園児 (3)小学生 (4)中学生 (5)高校生 

 (6)一般   (7)その他 

 

 
 

 被 

 

 

 害 

 

 

 状 

 

 

 況 

 

 

 

 発 生 日 時 

 

               午前 

       年  月  日       時    分ごろ 

               午後 

 発 生 場 所 

 

 

 

 

 (1)屋内  (2)屋外 

 次欄は住所と異なる場合のみ記入 

 

 

 

 発 生 状 況  (1)運動中  (2)休息中  (3)仕事中  (4)その他 

 症 状 

 

 (1)目がいたい   (2)涙がでる   (3)喉がいたい   (4)咳がでる 

 (5)声がかすれる  (6)鼻がいたい  (7)息苦しい    (8)頭がいたい 

 (9)胸が苦しい  (10)吐気がする (11)手足のしびれ (12)その他 

 処 置 

 

 

 

 (1)洗眼     (2)うがい   (3)屋内に入る  (4)安静 

 (5)帰宅     (6)受診    (7)入院     (8)その他 

 医療機関名 

 (６)・(７)の場合記入 

 受 付 機 関 名  

 受 付 者 氏 名 

 

 

 

 受付 

 日時 

 

   月  日  時  分 

 



別紙様式３         

光化学オキシダントによる被害受付票（団体用） 

 届 

 

 出 

 

 団 

 

 体 

 団 体 名 

 

 

 団体区分  (1)保育園 (2)幼稚園 (3)小学校 (4)中学校 (5)高校 (6)その他 

 届 出 者 

 氏 名 

 

 

所 在 地 

連 絡 先 

 

 

                   ℡   -   - 

 

 

 被 

 

 

 害 

 

 

 状 

 

 

 況 

 

 

 被 害 者 

 性別人数 

 (1)男    人   (2)女    人 

                      合計    人 

 発生日時        年  月  日 
午前 

時    分ごろ 
午後 

 発生場所 

 

 

 

 (1)屋内  (2)屋外 

 次欄は所在地と異なる場合のみ記入 

 

 

 発生状況  (1)運動中    人 (2)授業中    人 (3)その他    人 

症  状 

 

 

 

 (1)目がいたい  人 (2)涙がでる   人 (3)喉がいたい  人 

 (4)咳がでる   人 (5)声のかすれ  人 (6)鼻がいたい  人 

 (7)息苦しい   人 (8)頭がいたい  人 (9)胸が苦しい  人 

(10)吐気がする  人 (11)手足のしびれ 人 (12)その他    人 

処  置 

 

 

 

 

 (1)洗眼     人 (2)うがい    人 (3)屋内に入る  人 

 (4)安静     人 (5)帰宅     人 (6)受診     人 

 (7)入院     人 (8)その他    人 

 医療機関名 

 (６)・(７)の場合記入 

 受 付 機 関 名  

 受 付 者 氏 名 
 

 

 受付 

 日時 
   月  日  時  分 

 


